
道路標識構造便覧（令和 2年 6月） 質問・回答 

1 

参考資料 道路標識の設計計算例 

質問回答 No. 質問 回答 備考 

No.参考-1 ◯斜風時の水平荷重 

『道路橋標識便覧』（令和 2 年 6 月）参考

資料「道路標識の設計計算例」の 5.2 直接基

礎(2)応力算定で示される斜風時の水平荷重

はどのようにして導出されているのか。 

 

5.2 直接基礎(2)応力算定で示される斜風時の水平荷重は、2.2.3 風荷

重に記載されているとおり、「道路標識の斜め 45 度から風を受ける斜

風時の場合は、道路直角方向に標示板は直風時の 1/2 の風荷重、円柱

の支柱については直風時の 1/√2 の風荷重をそれぞれ考慮する必要が

ある」ことを考慮して導出した値です。算出例については、『道路橋標

識便覧』（令和 2 年 6 月）参考資料の「道路標識の設計計算例」（271

項）に記載されています。 

 

 

便覧 p.351 

5.2(2)1) 

（R6.10.23公表） 

No.参考-2 ◯杭の押込み支持力 

『道路標識設置基準・同解説』（昭和 62

年）の参考資料「道路標識の設計計算例」の

5.3(3)杭の押し込み支持力の算定において、

主荷重＋風荷重(短期荷重)の組合せによる

割増係数α(1.25)が設定されていたが、『道

路標識構造便覧』（令和 2 年）では割増係数

の記載はどこにあるか。 

 

 

『道路標識構造便覧』（令和 2 年）では、杭の許容押込み支持力の算

定に用いる安全率として、標識構造が置かれる状況として暴風時とい

う区分を設け、暴風時に適用する安全率を記載しています。風荷重を

考慮した状況の安全率が設定されているために、この安全率を適用し

て算出した支持力に割増係数を適用するという概念はありません。な

お、この安全率は、『道路橋示方書・同解説 IV 編』（平成 24 年）を

参照しています。 

次に、『道路標識設置基準・同解説』（昭和 62 年）においても、杭の

支持力の算定について当時の道路橋示方書を参照した記載がされてい

ます。当時の道路橋示方書では暴風時に適用する安全率の規定がなか

ったため、『道路標識設置基準・同解説』（昭和 62 年）では、主荷重と

風荷重を組み合わせるときには支持力を割増す計算例が記載されてい

ました。 

 

 

便覧 p.367 

5.3(3)2) 

（R7.6.5公表） 


